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今回は、変圧器とその等価回路に関するおさらいである。

(1) 簡易等価回路

右の図１のような、抵抗負荷を接続した変圧
器の等価回路注1 を考える。諸定数は下記の通り
とする（πの入った式で計算すること）。
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これを図２、図３のように変形して、簡易等
価回路を構成する。この時、図３の諸定数を求
める。
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注1 抵抗成分はすべて無視している
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(2) 力率の計算

次に、電源から見た力率を求める。それにはまず、図３の X X Rm, ,   の合成インピーダ
ンス Z を求めればよい。
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なお、電流の位相は電圧の位相よりも 進んで

遅れて
 いる。
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